
関
根 

政
雄 
議
員

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

青生野小学校の統合についての
地域懇談をすべき
広く地区民の皆様方に意見を
お聞きする会を立ち上げる

　
平
成
15
年
に
村
内
の
４
小

学
校
が
鮫
川
小
に
統
合
し
て

既
に
12
年
が
経
過
し
た
。
本

村
は
現
在
２
つ
の
小
学
校
と

な
り
、
児
童
数
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
関
係

者
や
保
護
者
、
地
域
住
民
と

共
に
青
生
野
小
の
統
合
へ
の

課
題
を
懇
談
し
、
将
来
を
見

据
え
た
児
童
教
育
の
方
向
性

を
見
い
出
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

青
生
野
小
を
卒
業
し
た
中

学
生
の
意
見
を
聞
い
て
み
た

い
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
青

生
野
地
区
民
の
方
々
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
会
を
開
く
。

場
合
に
よ
っ
て
は
村
全
体
か

ら
意
見
を
求
め
る
会
を
開

き
、
意
見
を
集
約
し
た
い
。

　
今
後
の
青
生
野
小
の
入
学

生
の
見
込
み
は
何
名
か
。

　

新
年
度
の
新
入
生
は
２
名

だ
が
、
そ
の
後
は
入
学
生
が

な
い
年
と
１
、
２
名
の
年
が

交
互
に
続
く
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
示
し
て
皆
さ
ん
と

考
え
て
い
く
。

　
本
村
の
公
共
工
事
の
入
札

は
予
定
価
格
が
５
０
０
０
万

以
上
は※

条
件
付
一
般
競
争

入
札
を
導
入
し
７
年
が
経
過

し
て
い
る
。
こ
の
一
般
競
争

入
札
は
各
町
村
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
お
り
、
他
町
村
か
の

業
者
の
参
加
は
容
易
で
あ
る

が
、
本
村
の
業
者
が
他
町
村

へ
の
入
札
参
加
が
難
し
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
本
村
の
建

設
業
者
は
年
々
、
工
事
実
績

を
重
ね
、
現
場
管
理
者
の
養

成
に
も
努
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま

え
、
一
般
競
争
入
札
の
条
件

の
見
直
し
が
必
要
な
時
期
で

は
な
い
か
。

　

質
問
は
予
定
価
格
の
５
０

０
０
万
を
１
億
円
に
想
定
し

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
調

査
し
た
結
果
、
塙
町
は
１
億

円
で
あ
る
が
、
町
の
発
注
基

準
が
５
０
０
０
万
円
以
上

は
、
指
定
業
者
格
付
け
で
Ａ

ラ
ン
ク
と
し
て
い
る
の
で
状

況
は
変
わ
ら
な
い
。
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再
質
問

再
質
問

質
問

質
問

　
近
隣
自
治
体
の
半
数
が
一
般

競
争
入
札
を
導
入
し
て
い
な

い
。
ま
た
予
定
価
格
を
事
前
に

公
表
し
、
最
低
価
格
を
制
定
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
村

の
制
定
は
い
か
が
か
。

　

予
定
価
格
は
入
札
開
始
の

１
時
間
前
に
記
入
し
て
い

る
。
発
注
す
る
建
物
等
に
よ

り
、
最
低
基
準
価
格
を
設
け

る
場
合
も
あ
る
。　

地域の児童教育環境が充実する青生野小学校

問

答

※

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

公
共
工
事
の
入
札
参
加
資

格
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

誰
で
も
入
札
に
参
加
で
き
る
制

度
で
す
。村
の
公
共
工
事
の
予

定
価
格
が
５
０
０
０
万
を
超
え

る
場
合
に
導
入
し
、工
事
の
内

容
に
よ
り
条
件
を
制
定
し
公
示

す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

条
件
に
つ
い
て
は
周
辺
自
治
体
の
例
を
検
討
し

た
要
綱
で
あ
り
、理
解
い
た
だ
き
た
い

答 問
公
共
工
事
の一般
競
争
入
札
の
条
件
を
見
直
す

時
期
で
は
な
い
か

　
農
産
物
の
出
荷
や
直
売
所

へ
の
出
品
の
際
に
放
射
能
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
東
京
電
力
は
原
発
事
故

に
よ
る
全
て
の
損
害
に
つ
い

て
は
賠
償
す
る
と
し
て
い
る

が
、
検
査
用
の
農
産
物
の
相

当
額
は
賠
償
請
求
す
べ
き
で

な
い
の
か
。
ま
た
検
査
料
目

と
相
当
額
は
い
く
ら
か
。

質
問

　

消
費
者
へ
の
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
直
売
所
の
独
自

の
検
査
は
東
電
は
賠
償
を
し

な
い
と
し
て
い
る
。
農
産
物

の
検
体
は
５
０
０g
単
位
で

６
６
０
８
体
で
あ
り
、
約
３

３
０
０
㎏
で
あ
る
。
作
物
の

価
格
は
そ
の
都
度
、
判
断
を

し
て
い
な
い
。

東
京
電
力
が
開
催
し
て
い
る
相
談
会
で
対
応
す

る
こ
と
が
最
善
策

答 問
放
射
能
検
査
用
の
農
産
物
の
賠
償
請
求
を
す
べ

き
で
は
な
い
か



遠
藤 

貴
人 

議
員
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再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

自治体への権限移譲、分権改革の為の
効果的な職員研修とは
本村のような小規模自治体には極めて
重要なことと認識している

問

答

住民サービスが求められる行政機関

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質
問

　
行
財
政
改
革
が
進
み
職
員

数
も
減
少
し
て
い
る
今
こ

そ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

住
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
で

き
る
職
員
の
育
成
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
。

 　

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
、

的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き

る
職
員
と
し
て
育
成
し
て
い

く
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

為
、
県
市
町
村
職
員
研
修

や
、
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援

機
構
で
実
施
す
る
研
修
に
参

加
し
て
い
る
。

 　
役
所
内
の
窓
口
を
一
本
化

す
る
総
合
窓
口
を
導
入
し

て
、
住
民
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
取
り

組
み
が
増
え
て
い
る
。
各
種

証
明
書
の
発
行
や
届
出
等
の

手
続
き
を
一
箇
所
で
行
え
る

総
合
窓
口
の
設
置
は
、
住
民

の
目
線
に
立
っ
た
住
民
に
喜

ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る

が
。

 

　
役
場
の
一
箇
所
の
窓
口
で

全
て
の
用
事
を
済
ま
す
こ
と

の
出
来
る
村
民
サ
ー
ビ
ス

は
、
村
民
目
線
に
立
っ
た
優

し
い
役
場
の
応
対
と
考
え

る
。
あ
ち
こ
ち
に
異
動
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
村
民
の
要
望

に
応
え
て
い
く
為
に
も
総
合

窓
口
の
設
置
に
努
め
た
い
。

 　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
観
点

か
ら
、
休
憩
時
に
よ
る
自
席

上
で
の
昼
食
や
、咀
嚼（
そ
し
ゃ
く
）

し
な
が
ら
の
来
庁
者
応
対
は

適
切
な
村
民
サ
ー
ビ
ス
で
は

な
い
。
来
庁
者
か
ら
見
え
な

い
場
所
で
の
昼
食
等
も
検
討

課
題
と
考
え
る
が
。

 　

職
員
の
休
み
時
間
と
は
い

え
、
外
来
者
、
訪
問
者
か
ら

す
れ
ば
適
切
で
は
な
い
と
考

え
る
。
慣
れ
で
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。
昼
食
を
す
る
場
所

等
は
持
ち
帰
っ
て
職
員
と
話

し
合
い
た
い
。

 　
質
素
倹
約
が
公
人
の
大
義

で
あ
る
が
、
仕
事
の
昼
休
憩

時
間
を
使
っ
て
、
証
明
書
発

行
や
納
税
に
来
庁
す
る
村
民

が
、
庁
舎
内
が
暗
い
と
感
じ

さ
せ
て
し
ま
う
程
の
昼
食
時

節
電
は
行
き
過
ぎ
た
節
減
と

考
え
る
が
。

 　

気
を
付
け
て
い
る
の
は
、

受
付
、
窓
口
は
消
さ
な
い
で

対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ

れ
以
外
の
部
屋
の
節
電
は
や

む
を
得
な
い
。
昼
休
憩
時
に

来
庁
し
た
村
民
に
も
十
分
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
整
理
を
す

る
。

 　
職
員
の
方
と
情
報
交
換
す

る
機
会
が
増
え
、
極
め
て
意

識
が
高
く
、
職
務
に
精
励
し

予
算
獲
得
に
努
め
て
い
る
職

員
が
存
在
す
る
一
方
、
そ
の

姿
勢
が
上
手
く
村
民
に
伝
わ

ら
な
い
現
実
を
、
首
長
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 　

職
員
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
表

現
力
の
上
手
な
人
も
、
ま
た

好
き
な
人
も
い
る
。
大
き
な

夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
鮫
川

村
民
の
た
め
に
応
え
た
い
と

い
う
志
を
持
っ
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い
。
た
だ
、
上
司

の
前
で
提
案
す
る
こ
と
に
勇

気
の
要
る
仕
事
で
あ
る
こ
と

も
事
実
。
そ
の
辺
り
の
慣
習

を
配
慮
し
な
が
ら
、
若
い
人

の
意
見
を
採
用
し
て
村
の
振

興
に
努
め
て
い
く
。
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問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
地
域
整
備
課
長
）

答
弁（
村
長
）

質
問

　
村
道
新
宿
古
殿
線
、
石
井

草
地
区
、通
称
流
石
（
さ
す
い
し
）、

延
長
距
離
約
2
0
0
メ
ー
ト

ル
区
間
は
、
冬
期
間
日
照
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
急
カ
ー
ブ

で
傾
斜
も
き
つ
く
、
降
雪
降

雨
に
よ
る
氷
結
で
地
域
住
民

か
ら
交
通
の
難
所
、
魔
の
道

路
と
恐
れ
ら
れ
、
住
民
生
活

に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
現

在
ま
で
多
少
の
改
良
や
融
雪

散
布
や
、
日
陰
木
の
伐
採
な

ど
手
を
加
え
ら
れ
て
は
い
る

が
未
解
決
で
あ
り
、
思
い

切
っ
た
対
策
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
の

３
点
が
考
慮
さ
れ
る
。

①
防
雪
屋
根
の
建
設

②
迂
回
道
の
建
設

③
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
建
設

が
上
げ
ら
れ
る
が
、
村
長
の

所
信
を
伺
う
。

　

お
尋
ね
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
り
、
村
道
新
宿
古
殿
線

は
、
新
宿
地
内
を
拠
点
と

し
、
大
字
石
井
草
字
森
ノ
前

地
内
を
終
点
と
す
る
約
2.2
キ

ロ
で
、
質
問
に
あ
る
流
石
地

区
は
冬
、
降
雪
に
よ
り
路
面

凍
結
し
危
険
で
あ
る
た
め
、

平
成
21
年
度
日
陰
木
の
伐

採
、
25
年
度
小
型
散
布
機
に

前
田 

武
久 
議
員

氷結による危険道の改良の
現状と計画は
アメニウレタン工法で施工計画
している

問

答

よ
る
、
融
雪
剤
散
布
を
実
施

し
て
お
る
。
提
案
さ
れ
て
お

る
事
業
は
、
い
ず
れ
も
一
億

以
上
の
事
業
費
が
か
か
る
、

国
庫
補
助
事
業
の
採
択
が
厳

し
い
、
現
在
こ
の
路
面
補
助

率
70
パ
ー
セ
ン
ト
で
舗
装
打

ち
直
し
を
し
て
い
る
。
流
石

は
危
険
箇
所
と
し
て
凍
結
抑

制
舗
装
工
法
で
施
工
し
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
防
止
を
図
り
、

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
。

　
一
番
手
っ
取
り
早
い
解
決

策
は
防
雪
屋
根
の
建
設
で
あ

る
が
、
そ
れ
等
の
調
査
資
料

を
準
備
さ
れ
た
の
か
。

　
流
石
の
工
法
は
ア
メ
ニ
ウ

レ
タ
ン
工
法
で
考
え
て
お
り

調
査
、
資
料
は
検
討
し
て
い

な
い
。

　
ア
メ
ニ
ウ
レ
タ
ン
工
法
の

道
路
通
行
の
体
験
が
な
い
。

も
し
も
こ
の
工
法
で
解
消
さ

れ
な
い
場
合
、
ど
う
対
処
さ

れ
る
の
か
。

　

こ
の
工
法
が
一
番
経
済
的

で
費
用
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
が
だ
め
な
と
き
は

新
た
な
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
鮫
川
は
納
税
完
納
を
も
っ

て
特
別
交
付
金
が
交
付
さ
れ

財
調
基
金
も
あ
る
、
住
民
が

強
く
要
望
す
る
危
険
箇
所
に

充
当
し
て
も
お
か
し
く
な

い
。
舗
装
改
良
着
工
区
間
今

年
度
分
事
業
が
中
断
さ
れ
た

状
態
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由

と
完
成
事
期
は
。

　

実
は
舗
装
工
事
ま
で
当
初

予
算
だ
っ
た
が
路
盤
コ
ー
ト

一
部
舗
装
だ
け
で
予
算
が

終
っ
て
し
ま
っ
た
、
来
年
度

予
算
つ
き
次
第
の
工
事
に
な

る
。
3
年
間
で
2.2
キ
ロ
、
計

画
が
4
年
に
な
る
か
も
。
次

の
予
算
に
は
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
中
断
さ
れ
て
い
る
区
間
今

年
度
に
舗
装
さ
れ
な
い
、
4

年
か
か
る
と
言
う
と
ア
メ
ニ

ウ
レ
タ
ン
工
法
は
、
い
つ
や

ら
れ
る
の
か
。

　

ウ
レ
タ
ン
工
法
含
め
て

4
年
の
計
画
、
工
法
は

4
2
0
0
万
円
平
成
30
年
迄

の
4
年
間
で
森
の
前
ま
で
の

改
修
と
な
る
。

　
舗
装
し
な
い
で
中
断
さ
れ

て
あ
る
区
間
、
乳
剤
処
理
さ

れ
て
あ
っ
た
が
、
現
在
穴
だ

ら
け
、
住
民
生
活
に
影
響
す

る
、
今
年
度
中
仕
上
げ
て
や

れ
る
方
策
は
。

　

誠
に
申
し
訳
な
い
が
今
年

度
中
難
し
い
、
路
盤
の
整
備

だ
け
、
か
な
ら
ず
や
ら
せ

る
。
詳
し
く
は
担
当
課
長
か

ら
答
弁
さ
せ
る
。

　

上
層
路
盤
の
上
に
乳
剤
を

散
布
し
砂
を
ま
い
た
状
態
で

次
年
度
舗
装
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
穴
が
あ
い
た
り

凍
っ
た
所
は
定
期
的
に
点
検

　
排
水
性
舗
装
の
走
行
部

分
に
弾
性
の
あ
る
ウ
レ
タ

ン
樹
脂
を
浸
透・充
填
さ
せ

た
凍
結
抑
制
舗
装
。

　
走
行
車
両
の
荷
重
で
当

該
舗
装
部
が
た
わ
み
、舗

装
表
面
の
雪
氷
の
は
く

離・破
砕
を
促
進
し
、路
面

露
出
率
を
高
め
る
。

　
ま
た
、凍
結
抑
制
効
果

に
加
え
て
、降
雪
が
路
面

に
付
着
し
に
く
い
特
性
が

あ
り
、除
雪
が
効
率
よ
く

行
え
る
。

し
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
す
る
。

　
説
明
は
分
か
る
が
現
在
は

穴
だ
ら
け
、
今
補
修
し
な
い

と
住
民
が
困
っ
て
い
る
、
す

ぐ
や
る
と
約
束
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

砂
利
の
状
態
で
支
障
の
な

い
よ
う
村
が
管
理
す
る
。

改良が待たれる流石地区

【
ア
メ
ニ
ウ
レ
タ
ン
工
法
】
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過去に、行われた一般質問の結果を検証します。

※定例議会での「一般質問」は議員の「政策提言」や、「村民の皆様の声」を村政に反映できる唯一の場となります。
   しかし事業計画には慎重な検討が必要であり、費用対効果や予算措置の諸事情により時間を要する場合もあります。

あの一般質問
　村道唐露葉貫線
は、大雨の度に濁
流が民家に迫る。
住民の安全安心の
ために早急に整
備すべき。

平成２５年９月定例議会
平成２６年９月定例議会

質問 ・ 提言
　道路パトロール
を強化し、砂利が
流れないような維
持管理に力を入れ
る。また危険箇
所の解消や未舗装
箇所の整備を計画
的に進める。

答　　弁
　平成28年度
からの過疎自立
促進計画の5ケ
年計画にのせて
整備計画を準備
中である。
　さらに道路パ
トロールと維持
管理は強化して
いる。

経過及び結果

グループホーム建設が急務の
障害者福祉施設

　障害者福祉施設
の充実と日常生支
援、グループホー
ムの整備促進を支
援すべき。

平成２６年６月議会
平成２７年９月議会

質問 ・ 提言
　鮫川福祉会「た
んぽぽの家」では
準備委員会を設立
し協議を進める意
向であり、計画が
示された段階で支
援を検討する。

答　　弁
　施設では役
員、職員、保護
者により設立準
備委員会を立ち
上げて、施設の
概要を協議し視
察研修を重ね
て、行政への支
援を求める準備
を進めている。

経過及び結果

年末年始の開館を３日間
増やした「さぎり荘」

　さぎり荘の高齢
者団体利用スペー
スの確保と休館日
（年末年始）の見
直しを図るべき。

平成２３年１２月議会
平成２６年 ３ 月議会
平成２７年１２月議長名で
要望書を村長に提出

質問 ・ 提言
　職員と相談し、
高齢者の要望に応
えたい。休館日に
ついては職員4名
体制では変更に限
界がある。さらに村
民の声を聞き検討
する。

答　　弁
　一昨年末は12
月31日から1月4
日までの5日間の
休館とし、今年は
元日と2日の休館
で、昨年と比較し
て3日間開館日を
増やしたが、これ
は臨時的な改定と
している。

経過及び結果

第2弾
どうなったっぺ？

計画的な整備が求められる
村道唐露葉貫線
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　鮫川村議会は「村民から信頼される議会」を目標として広く村民の
皆様からご意見や提言を寄せていただく、議会モニターを公募しま
した。村民の皆様から６名の応募があり、モニター設置要綱をご理解
していただいたうえで、星一彌議会議長より各モニター様へ、委嘱
状が交付されました。任期は１年とし多くのご意見が寄せられること
が期待されます。

村民の声を要望書にして村長に提出

村長に要望書を手渡す議長、副議長、常任委員長

議長から委嘱状を交付される議会モニターの皆様

　
村
民
保
養
所
で
あ
る
「
さ
ぎ
り
荘
」
に
つ
い
て
、
星
一
彌

議
会
議
長
が
村
長
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
広

く
村
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
要
望
を
届
け
た
も
の
で
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
要
望
に
対
し
て
村
長
は「
さ
ぎ
り
荘
の
休
館
日
は
元
日

の
み
と
し
、２
日
は
午
後
か
ら
開
館
す
る
よ
う
に
職
員
と
協
議

し
た
い
」と
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
開
館
の
見
直
し

周
辺
の
環
境
整
備
と
村
民
の
み
が
利
用
で
き
る

施
設
の
新
設
と
足
湯
の
併
設

元
湯
か
ら
の
源
泉
を
村
民
に
供
給
す
る
こ
と

一
、

一
、

一
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
を
導
入

村
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

議会モニターの皆様

蛭 田  昌 一

高 橋  康 治

北 條  美 子

長 井  　 進

宗 田  真 弓

窪 木  浩 一

渡　瀬

西　山

西　野

青生野

中　野

東　野

氏　名（敬称略） 地　区



村民の皆さんに信頼され、身近な議会づくりを目指すために、子ど
も達をはじめとする村民の皆様に登場していただくページです。

議会傍聴記

高橋  教子 さん
（大字西山字押野）

村民の広場

私の夢シリーズ 3

蛭田  樹璃さん
(鮫川小６年生)
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初
め
て
の
傍
聴
で
し
た
。
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
６
人
の

議
員
さ
ん
の
一
般
質
問
に
よ
り

答
弁
が
な
さ
れ
、
そ
の
熱
心
で

真
摯
な
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
一
貫

し
た
方
向
性
が
見
え
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
一
般
質
問
の

中
に
は
、
通
常
の
議
員
活
動

の
中
で
役
場
の
窓
口
や
村
長

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　

27
年
は
第
４
次
振
興
計
画

（
10
年
間
の
村
づ
く
り
の
指

針
）
の
初
年
度
で
す
。
目
指

す
村
の
姿
、
そ
の
た
め
の
３

つ
の
方
向
性
を
皆
さ
ん
は
認

識
し
て
い
ま
す
か
？
議
場
で

は
村
づ
く
り
の
指
針
に
沿
っ

て
、
実
際
の
施
策
の
進
捗
状

況
や
、
方
向
性
の
確
認
が
あ

る
も
の
と
思
っ
て
臨
ん
だ
傍

聴
で
し
た
が…

。

　

こ
の
よ
う
な
目
指
す
村
の

姿
や
方
向
性
を
実
現
す
る
た

め
に
計
画
さ
れ
て
い
る
施
策

と
そ
の
進
捗
を
村
長
さ
ん
と

役
場
職
員
の
皆
さ
ん
、
議
員

さ
ん
、
私
た
ち
村
民
、
三
者

が
み
ん
な
で
共
有
し
、
常
に

意
識
す
る
こ
と
、
こ
そ
、
実

現
の
た
め
の
第
一
歩
だ
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
、
三
者
の
信
頼
関
係

が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

不
信
感
漂
う
答
弁
、
一
般
論

や
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
の
や

り
取
り
に
終
始
す
る
答
弁
も

あ
り
、
少
々
残
念
な
気
持
ち

に
な
る
場
面
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

鮫
川
村
で
は
、
各
世
代
で

村
を
支
え
、
盛
り
上
げ
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が

多
く
、
そ
の
意
気
込
み
を
強

く
感
じ
ま
す
。
そ
の
想
い
は

と
て
も
尊
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
の
想
い
を
反
映
す
る

た
め
に
も
、
三
者
に
信
頼
が

深
ま
る
こ
と
は
、
目
指
す
村

実
現
の
た
め
の
次
の
一
歩
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
お
互
い
の
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

で
、
疑
問
や
意
見
、
提
案
は

積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
村
民
と
議
員
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

議
会
へ
の
関
心
が
高
ま
る
き
っ

か
け
に
な
り
、
村
づ
く
り
へ
の

意
欲
も
高
ま
り
、
さ
ら
に
は

村
の
振
興
の
推
進
力
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
議

会
傍
聴
は
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
村
の

目
指
す
方
向
に
沿
っ
て
、
村

民
の
声
を
取
り
入
れ
た
積
極

的
で
肯
定
的
、
具
体
的
な
議

論
が
な
さ
れ
る
議
会
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
主
役

で
す
。
小
さ
な
村
な
ら
で
は

の
機
動
力
を
生
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
連
携
、
協
力

し
な
が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

村
に
、
み
ん
な
が
幸
せ
を
感

じ
る
生
活
の
実
現
に
一
致
団

結
し
て
向
か
っ
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
、
傍
聴
後
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
議
場
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

　私の将来の夢は、医者

になることです。

　私は、昔から理科が大

好きで、生き物や植物な

どの観察をよくしていまし

た。また、科学館や博物

館によく行き、特に須賀

川市にあるムシテック

ワールドに通っていまし

た。それをきっかけに、理

科の授業がとても面白く

感じるようになりました。

　しかし、その頃はまだ医者になろうとは思っていませ

んでした。４年生の頃に学校の授業で習った『人の体

の仕組み』がとても面白く、その頃から医者になりた

いと思うようになりました。また、ちょうどその時期に

膝をけがし、その時診てもらったお医者さんが、女医さ

んでした。スポーツもやっており、親切にわかりやすく

症状を教えてくれ、また、その機能訓練方法もていね

いに教えてくれました。その女医さんがとてもかっこ

よく見えました。それから、強く医者になりたいと思う

ようになりました。

　６年生の夏休みに、県南教育委員会が募集した塙

厚生病院と寿恵園と白河オリンパスの見学学習に参

加しました。塙厚生病院では、手術着に着替え実際に

手術器具を使用して傷口を縫う練習をしました。また、

検査室に入り血液や尿を大きな顕微鏡で見せていた

だきました。オリンパスでは、内視鏡の使い方を教え

てもらい、人体の胃の模型を使用して内視鏡で胃の

ポリープを探したりもしました。

　それから、栃木の国際医療福祉大学病院のキッズ

スクールにも参加しました。ここではＣＧで手術体験を

しました。メスで切る時にリアルでとてもドキドキしまし

た。眼科では、特殊な眼鏡をかけ白内障や緑内障の

体験をしました。すごく見にくく患者さんの世界が良く

わかりました。言語障害のところでは、人工喉頭を使

用して話をする体験もしました。

　これらの体験を通して、医者の大変さをすごく感じま

したが、この仕事をもっと知りたいと思いました。

　私が医者になるために今がんばっていることは、全

教科の学習をしっかりやり、テストでも良い点を取れる

ように努力することです。そして、たくさんの経験をす

ることだと思います。将来に向けて、夢に向けて、しっ

かり努力していきたいです。

①
ま
め
な
暮
ら
し
を

　
生
か
し
た
村
づ
く
り

②
人
が
集
ま
る
美
し
い

　
村
づ
く
り

③
つ
な
が
り
を
生
か
す

　
村
づ
く
り

３
つ
の
方
向
性

つ
な
が
り
で  

支
え
輝
く

村
づ
く
り

目
指
す
村
の
姿

〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
ふ
る
さ
と
の
創
造
〜
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関根  廣次さん
（大字西山字余所内出身）
千葉県八千代市在住

　

穏
や
か
な
日
和
の
中
、村
内
で
も

正
月
の
三
が
日
の
気
温
が
１０
度
を
超

え
る
例
年
に
な
い
平
成
２８
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

鮫
川
村
議
会
は
今
月
か
ら「
信
頼

さ
れ
る
自
主
性
あ
る
議
会
」を
目
指

す
た
め
に
村
民
の
皆
様
の
中
か
ら

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」を
６
名
の
方
々
に

依
頼
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
に「
分

か
り
や
す
い
議
会
づ
く
り
」に
努
め

ま
す
の
で
、多
く
の
皆
様
に
議
会
だ

よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、ご
意
見

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

ご
寄
稿
者
の
依
頼

　
ふ
る
さ
と
鮫
川
村
か
ら
離
れ
ら
れ
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
ご
寄

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　
議
会
事
務
局（
４
９ ー 

３
１
９
８
）

　
こ
こ
数
年
間
、村
民
の
皆
様
の
議
会

傍
聴
者
数
が
少
し
ず
つ
増
え
続
け
て
い

ま
す
。１
年
に
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例

議
会
や
常
任
委
員
会
は
ど
な
た
で
も

傍
聴
が
で
き
ま
す
。次
回
議
会
は
３
月

上
旬
の
予
定
で
す
。

編
集
後
記

我が家で昨年生まれた孫と

　
初
め
に
、
東
京
電
力
に
勤
め

て
い
た
者
と
し
て
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
福

島
県
民
の
皆
様
、
ま
た
、
我
が

ふ
る
さ
と
鮫
川
の
方
々
に
大
い

な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

て
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
は
昭
和
25
年
に
鮫
川
村
大

字
西
山
で
生
ま
れ
、
18
歳
で
東

京
電
力
に
就
職
、
20
歳
ま
で
、

福
島
県
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
鮫

川
村
は
、
帰
っ
て
ホ
ッ
ト
す

る
、
思
い
っ
き
り
大
き
く
深
呼

吸
し
た
く
な
る
場
所
で
す
。

　
中
学
校
は
隣
町
の
浅
川
に
自

転
車
通
学
で
し
た
。
行
き
は
下

り
坂
で
楽
な
の
で
す
が
、
帰
り

は
堅
石
な
ど
、
ペ
ダ
ル
を
漕
い

で
登
っ
て
く
る
の
に
難
渋
す
る

ほ
ど
の
坂
が
続
き
ま
す
。
夏
の

夕
方
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
帰

り
が
暗
く
な
る
と
、
あ
た
り
に

人
家
の
な
い
寂
し
い
道
を
一
人

で
自
転
車
を
漕
ぐ
と
周
り
を
蛍

が
飛
ん
で
元
気
付
け
て
く
れ
た

の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
か
足
腰
は
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
田
舎
は
今
で
も
年
に
数
回
、

休
み
が
で
き
る
と
帰
り
ま
す
。

　
な
ぜ
帰
る
の
か
と
問
わ
れ
た

ら
、
や
は
り
兄
弟
や
叔
父
が
住

ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
青
々

と
し
た
山
々
、
ま
た
、
そ
の
匂

い
に
包
ま
れ
た
い
と
思
う
か

ら
、
山
菜
が
食
べ
た
い
か
ら
、

清
涼
な
朝
夕
の
空
気
に
包
ま
れ

て
エ
ア
コ
ン
な
し
で
ぐ
っ
す
り

眠
り
た
い
か
ら
な
ど
で
す
。

　
今
は
電
気
主
任
技
術
者
を
中

心
に
し
た
日
本
電
気
技
術
者
協

会
と
い
う
組
織
で
、
同
人
雑
誌

「
電
気
技
術
者
」
の
編
集
を
一

人
で
担
当
し
毎
月
発
刊
し
て
お

り
ま
す
。
慣
れ
な
い
仕
事
で
暇

な
ど
持
て
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
休
み
を
作
っ
て
は
ふ
る
さ

と
に
帰
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と

は
、
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
飾
ら

ず
に
見
知
っ
た
方
々
と
語
り
合

え
る
唯
一
無
二
の
箇
所
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
、
し
ば
ら
く

は
通
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（現在に至る）

◆ プロフィール
【生年月日】
昭和44年

平成18年
平成24年

平成27年

【家　族】

【趣　味】

昭和25年6月27日
郡山工業高校卒業、
東京電力（株）入社（猪
苗代電力所）
東京電力退職
公益社団法人日本電気
技術者協会
同上　会誌「電気技術
者」編集担当

（妻、長女 ： 同居）、
（長男、二男）
読書（乱読）

た
て
い
し

議
会
傍
聴
を

　  

お
願
い
し
ま
す




